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算数の定着状況

具体的な課題

課題の原因 課題解決の方策

次年度の数値目標

 

　区の設定した各観点・各領域の目標値を上回る児童を８割以上にする。
　数と計算領域に課題の見られた児童を中心に、個別指導、地域未来塾等を通して、基礎的な計算の習熟に焦点を
当てることで、分散傾向を改善していく。

（昨年度の態度表明で示した取組による成果も含めて）
　全学年の標準スコアから、６年生は大変良好であり、２、３、４年生は概ね良好であった。しかし、５年生に関しては
基礎・活用とも標準スコアを下回る結果となった。
　今年度の基礎分野の問題では、定着率は昨年度とほぼ同等である。活用分野の問題では、定着率は昨年度より
下回った。昨年度から継続して、帯学習やステップアップの時間を有効に使い、「数と計算」領域、「図形」領域の２領
域の基礎学力の習熟を行ってきた成果が見られた。しかし、４、５、６年生の「数量関係」領域では課題が見られた。

①「数と計算」領域
繰り上がり・繰り下がりの計算、文章問題からの立式場面、四則演算の手順、計算における（）の意味、小数のかけ
算・わり算の定着にばらつきが見られる。
②図形領域
図形の構成要素の理解、立体図形の見方についての理解が十分でない。
③量と測定領域
棒グラフ・折れ線グラフの見方、割合グラフの説明についての理解が十分でない。
①～③に共通して、答えは求められても、それを論理的に説明ができていないケースが多く見られる。

・基礎基本となる計算力は向上したものの、計算の
しくみについての理解が充分でないため、機械的に
計算をしている児童が多いと考えられる。問題が複
雑になったときに、計算のしくみを用いて応用して解
くことができていない。式の意味理解に課題がある。
また、発展的な問題に対して、応用して考えることが
難しい。

・具体物を使った操作活動と児童の思考が結びつい
ていない。
・問題を正確に読み取る力が十分でない。

・自分の考えを文や図で説明する機会を増やし、多
様な考え方に触れさせる必要がある。

・習熟度別学習を行っている中でも、学力の定着に
は差がみられる。一人一人の定着度を把握し個別
に対応する必要がある。

＜基礎基本の定着と応用力の向上＞
・ノートを使うときは下敷き、線を引くときは定規を使わせる、計
算スペースをしっかりと確保するなどのノート指導を丁寧に行
い、学習規律の定着を図る。
・数と計算領域に関しては、計算処理に課題が見られる児童に
対して、少人数指導で授業の導入で既習の計算処理を復習さ
せてから、本時に入るなど、既習事項の土台づくりをしていく。
また、問題作りなどを通して、計算の意味に対する理解を深め
させる。

<算数的な考え方の育成＞
・具体的操作（算数的活動）が思考と結びつくような授業を展開
する。ICTを活用したり、教室に「算数コーナー」を設けたりする
などし、児童が具体物に触れやすい環境を作る。具体物や半
具体物などの教具を児童が自分で選んで使えるように準備を
する。量感を培えるような指導を取り入れていく。算数の問題と
日常場面を関連させる。
・自分の考えをもつ時間を確保する、ノートに自分の考えを書
かせる、ペアや全体の場で自分の考えを説明する場を意図的
に設ける。
・多様な考えができる問題に触れさせる。低学年から自分で
キーワードを入れ、文章題をつくる機会を増やす。

＜個への対応＞
・苦手な児童には、問題数を減らしたり、「今日は○問までや
る」などの目標を決めさせたりし、算数科に対する自己肯定感
を下げないようにする。


